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　本
校
は
、
静
岡
県
の

西
南
部
、
浜
名
湖
西
岸

に
位
置
し
、
江
戸
時
代

に
東
海
道
五
十
三
次
の

宿
場
と
し
て
繁
栄
し
た

歴
史
的
由
緒
あ
る
町
に

あ
り
ま
す
。
町
内
に
は

国
の
特
別
史
跡
で
あ
る

新
居
関
所
跡
が
あ
り
ま

す
。
１
町
１
校
で
あ
る

本
校
は
、
全
校
児
童

１
，
０
０
２
人
の
大
規

模
校
で
、
養
護
教
諭
が

複
数
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。　大

規
模
校
で
あ
り
な

が
ら
、
欠
席
し
た
り
保

健
室
に
来
室
し
た
り
す

る
子
は
非
常
に
少
な

く
、
子
ど
も
達
は
毎
日

と
て
も
元
気
よ
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
特
に
、

今
年
度
は
欠
席
す
る
子

が
少
な
く
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
ま
で
は
１
日
の
欠
席

人
数
が
10
人
以
下
と
い

う
日
が
続
き
ま
し
た
。

　元
気
よ
く
過
ご
し
て

い
る
子
ど
も
達
で
す

が
、
友
だ
ち
と
の
関
係

が
う
ま
く
で
き
な
か
っ

た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
り
し
て
、
保
健

室
に
よ
く
来
る
子
も
い

ま
す
。
ま
た
、
保
健
委

員
会
の
活
動
の
た
め
に

保
健
室
に
頻
繁
に
来
る

子
ど
も
達
の
様
子
を
見

て
い
て
気
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　保
健
委
員
会
の
活
動

は
、
５
、
６
年
生
混
合

の
４
〜
５
人
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力

す
る
こ
と
な
く
個
別
に

活
動
し
た
り
、
思
い
や

り
に
欠
け
る
言
葉
や
相

手
を
傷
つ
け
る
言
葉
を

言
っ
た
り
す
る
姿
が

時
々
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
と
協
調
で
き
な
い
悩

み
や
仲
間
へ
の
不
満
を

養
護
教
諭
に
打
ち
明
け

る
子
も
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
お
互
い
の
こ
と

を
よ
く
知
り
、
楽
し
い

雰
囲
気
の
中
で
活
動
で

き
る
よ
う
、
昨
年
度
か

ら
委
員
会
活
動
時
に
エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。　委

員
会
活
動
初
日
は

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ビ
ン

ゴ
」
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
し
た
様
子

の
子
ど
も
達
で
し
た

が
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

名
前
や
人
柄
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
す
ぐ
に
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
賑
や
か

な
雰
囲
気
に
変
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
「
同
じ

グ
ル
ー
プ
の
子
と
必
ず

行
う
」
と
い
う
ル
ー
ル

を
設
け
た
た
め
、
全
員

が
グ
ル
ー
プ
の
子
の
名

前
を
す
ぐ
に
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
も
「
サ
イ
コ

ロ
ト
ー
キ
ン
グ
」
や

「
体
験
し
た
こ
と
ビ
ン

ゴ
」
な
ど
、
自
分
の
こ

と
を
語
り
、
お
互
い
を

知
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
徐
々

に
学
年
、
男
女
関
係
な

く
協
力
し
て
活
動
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
悩

み
や
不
満
を
言
う
子
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。　今

後
も
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
を
継
続
し
て
行

い
、
保
健
委
員
会
の
子

ど
も
達
が
協
力
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
校
内
の

保
健
環
境
を
整
え
、
全

校
児
童
の
健
康
で
安
全

な
生
活
を
築
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

保健
　室
保健
　室

新
居
町
立
新
居
小
学
校

養
護
教
諭

　
鈴
木
智
香
子

　本
校
は
、
国
道
１
号

線
南
側
の
旧
磐
田
市
東

地
区
を
学
区
と
し
、
静

岡
県
「
ふ
る
さ
と
自
然

百
選
」
の
一
つ
で
あ
る

鎌
田
神
明
宮
の
隣
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
創
立

62
年
を
経
て
、
現
在
は
、

全
校
生
徒
数
３
２
０
名

12
学
級
の
中
規
模
校
で

す
。　「神

明
」
の
森
に
囲
ま

れ
、
周
囲
は
落
ち
着
い

た
環
境
が
整
っ
て
い
る

本
校
で
は
、
36
年
間
継

続
さ
れ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ

活
動
や
県
指
定
福
祉
実

践
校
の
実
績
か
ら
、「
福

祉
活
動
」
が
特
色
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
活
動
に
「
福
祉
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
関
連

づ
け
、「
福
祉
の
神
明
」

を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。「
総
合
学
習
ア

ク
テ
ィ
ブ
タ
イ
ム
」
は
、

１
年
生
が
「
過
去
」、
２

年
生
は
「
現
在
」、
３
年

生
が
「
未
来
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、
そ
れ
に

関
連
し
た
施
設
や
場
所

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出

か
け
ま
す
。
ま
た
、
各

委
員
会
活
動
で
も
「
ミ

ニ
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
イ
ム
」

と
し
て
福
祉
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　保
健
委
員
会
は
、
昨

年
９
月
、
ト
イ
レ
・
手

洗
い
場
・
窓
ガ
ラ
ス
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
ま
し
た
。
こ
の
呼

び
か
け
に
、
全
校
の

25
％
に
あ
た
る
生
徒
が

集
ま
り
ま
し
た
。
一
生

懸
命
に
掃
除
す
る
姿
に

感
動
し
、
心
を
磨
く
大

切
な
活
動
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
12
月

に
は
「
心
の
健
康
週
間
」

を
設
定
し
ま
し
た
。
全

校
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
心
の
状

態
や
日
常
生
活
で
の
悩

み
を
把
握
す
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。
調
査
を
通

じ
て
、「
自
己
肯
定
感
が

弱
い
、
自
分
自
身
や
友

人
関
係
に
つ
い
て
の
悩

み
が
多
い
、
マ
ナ
ー
や

ル
ー
ル
に
対
す
る
考
え

方
が
甘
い
、
睡
眠
時
間

が
短
く
疲
労
感
を
持
っ

て
い
る
」
な
ど
の
傾
向

が
伺
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
連
携
し
、
昼

の
放
送
を
利
用
し
た
「
思

春
期
と
は
」「
ス
ト
レ
ス

解
消
法
」「
睡
眠
チ
ェ
ッ

ク
と
眠
れ
る
ポ
イ
ン
ト
」

「
社
会
的
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
」

等
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

啓
発
や
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
対
し
、
生
徒
か

ら
は
、「
自
分
に
当
て
は

ま
る
こ
と
が
多
く
参
考

に
な
っ
た
」「
悩
み
の
種

で
あ
っ
た
こ
と
が
解
消

さ
れ
た
」「
自
分
に
し
っ

か
り
向
き
合
い
た
い
」

「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
実

行
し
た
い
」
な
ど
、
改

善
傾
向
を
伺
わ
せ
る
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　思
春
期
は
、
自
分
の

存
在
に
つ
い
て
疑
問
や

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
自

分
で
答
え
を
見
つ
け
て

い
く
時
期
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
多
く
の

生
徒
が
共
通
の
悩
み
を

持
ち
、
大
き
く
揺
れ
動

く
心
を
ど
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
ら
い
い
の

か
に
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
を
知
っ
た
り
、
身
近

に
様
々
な
解
決
方
法
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
、

や
が
て
自
分
な
り
の
答

え
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
く
と

考
え
ま
す
。
集
団
生
活

の
中
で
自
律
の
力
を
身

に
つ
け
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
、
保
健
室
か
ら
願

う
毎
日
で
す
。

磐
田
市
立
神
明
中
学
校

養
護
教
諭

　
岩
田
景
子

　当協会と静岡県
学校保健会が共催
する第３５回学校
保健セミナーを去
る１月２８日静岡
市の静岡県看護協
会において開催し
ました。
　講師には、県西
部浜松医療センター小児科医長の遠藤彰先生を迎え、当日
は、県内各地の学校から多くの養護教諭の皆さんが参加さ
れ、一時間半にわたる講演を熱心に聴かれました。
　「小児生活習慣
病の現状につい
て」～小児のメタ
ボリックシンド
ローム～と題した
講演は、成人の肥
満・メタボリック
シンドロームのか
なりの部分が小児
期の肥満ないしメタボリックシンドロームから生じるため、
生活習慣を適正化することが基本でありその生活習慣の確立
は、小児期にスタートする。また、講師は総括として特に次
の４点を指摘しました。
　１　メタボリックシンドロームが動脈硬化の進行と深く関
　　　わっている。
　２　メタボリックシンドロームに対して生活習慣を適正化
　　　することが基本。
　３　医療機関以外の職場、学校、家庭での取り組みが必要。
　４　食事は中心的な要因　

「小児生活習慣病の
現状について」

「小児生活習慣病の
現状について」

～小児のメタボリックシンドローム～～小児のメタボリックシンドローム～

―学校保健セミナーを開催―
　平成20年県民健康基礎調査の結果では、静岡県の成人男性4人に1人が肥満という結
果になりました。肥満予防のために生活習慣を変えていくことが必要とされていま
す。
　静岡県総合健康センターでは、パソコンや携帯電話を使って、自宅にいながら自分
の生活習慣を楽しく気軽に改善できる、「生活習慣改善支援プログラム」の開発を
行っています。今回はこのうち、厚生労働省の「健康づくりの運動指針2006」に基づ
く、エクササイズ把握プログラム「i-exerEx」について紹介します。
　エクササイズとは、身体活動量の単位で、運動強度（Mets：メッツ）に時間（時）
を掛けて求めます。「i-exerEx」は、7日間のエクササイズの状況を携帯電話で把握
し、健康づくりに必要な身体活動量（週23エクササイズ以上の活発な（3Mets以上）身
体活動が生活習慣病予防に効果的とされています）が確保出来ているかを評価しま
す。なお、本システムは携帯電話専用になっています。

　【登録手順】
１．ex@sukoyaka.or.jp　宛てに空メールを送

信してください。（QRコードも利用でき
ます→）

２．静岡県総合健康センターからメールが返信
されます（数分かかります）。暗号化した
URLにアクセスしてください。

３．参加確認を行い画面に沿って個人情報を入
力してください。

４．i-exerExの体験版を入力します。
　　入力は、普通歩行、床掃除などの生活活動

のページと、ジョギングや速歩などの運動
のページに分けて入力することとなりま
す。

５．エクササイズの入力は、7日間毎日行いま
す。毎日のエクササイズの入力は、夜7時
頃メールでお知らせします。暗号化した
URLが記載されています。そこから、生活
活動入力画面につながりますので、その日
の生活活動、運動を入力して下さい。

６．７日間登録すると、最終日に評価メールが
届きます。

※　詳細は静岡県総合健康センターのホーム
ページをご覧ください
http://www.sukoyaka-shizuoka.jp/home/i-exer
EX/iexerex.pdf

インターネットを利用した生活習慣改善支援プログラム
エクササイズ把握プログラム i-exerEx について

静岡県総合健康センター
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ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
東
富
士
研
究
所

（
裾
野
市
御
宿
１
２
０
０
）

げ
ん
き
な
事
業
所

◆
会
社
紹
介

　ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　東
富
士
研
究
所
は
、
裾
野

市
御
宿
の
広
大
な
場
所
に
敷

地
面
積
２
０
０
万
㎡
（
約
61

万
坪
）
、
建
物
延
面
積
23
万

㎡
（
約
７
万
坪
）
で
昭
和
41

年
11
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　「
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
商

品
提
供
を
使
命
と
し
、
あ
ら

ゆ
る
企
業
活
動
を
通
じ
て
住

み
よ
い
地
球
と
豊
か
な
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
む
」
の
基

本
理
念
の
も
と
、
研
究
開
発

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

◆
健
康
管
理
体
制

　社
員
の
健
康
管
理
は
、
産
業

医（
常
勤
・
非
常
勤
）２
名
、
衛

生
管
理
者
１
名
、
保
健
師
２

名
、
及
び
看
護
師
３
名
の
計
８

名
で
担
っ
て
い
ま
す
。約
３,
０

０
０
名
の
社
員
の
定
期
健
康

診
断
及
び
特
殊
健
診
を
毎
月

実
施
、
健
診
は
１
ヵ
月
に
６

日
、
年
間
で
延
べ
72
日
実
施
し

て
い
る
。ま
た
36
歳
以
上
の
社

員
は
、
４
年
に
１
度
、
節
目
健

診
と
称
し
て
夫
婦
一
緒
に
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ウ
ェ
ル

ポ
』
も
し
く
は
指
定
医
療
機
関

に
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
健
康
診

断
（
ト
ヨ
タ
指
定
人
間
ド
ッ
ク

項
目
）
を
行
い
、
健
康
学
習
会

で
は
、
生
活
習
慣
・
働
き
方
・

健
診
結
果
等
か
ら
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
提
供

を
実
施
し
て
い
る
。健
診
後

は
、
通
常
の
結
果
報
告
の
他
に

「
二
次
検
査
」・「
精
密
検
査
」

と
判
定
さ
れ
た
場
合
受
診
を

促
し
、
経
過
を
見
た
方
が
よ
い

場
合
は
「
経
過
観
察
健
診
」
を

６
ヵ
月
毎
に
実
施
し
て
い
る
。

検
査
デ
ー
タ
に
問
題
が
あ
る

社
員
に
対
し
て
は
、
産
業
医
面

談
で
個
別
指
導
を
実
施
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
い
る
。一
方
、
特
定
保

健
指
導
に
対
し
て
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
積
極
的
支
援
者
に

対
し
て
、
中
間
報
告
・
最
終
報

告
の
個
別
面
談
を
国
の
指
針

に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

◆
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

　２
０
０
５
年
か
ら
社
内
活

動
と
し
て
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満

度
）
と
禁
煙
」
を
柱
と
し
た

Ｂ
Ｉ
Ｐ
（
ビ
ッ
プ
）
２
活
動

（B
ehavior

　Change

　

Innovation

　

Program

：
行

動
変
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

５
ヵ
年
計
画
で
推
進
し
て
お

り
、
特
定
保
健
指
導
や
健
康

づ
く
り
活
動
に
よ
り
Ｂ
Ｍ
Ｉ

24.2
以
上
が
32
％
か
ら
23.4
％
へ

低
減
し
た
。
喫
煙
率
は
47
％

か
ら
28.2
％
ま
で
低
減
、
し
か

し
最
終
目
標
の
24
％
は
達
成

し
て
お
ら
ず
、
現
在
は
産
業

医
と
保
健
師
が
喫
煙
所
に
出

向
い
て
行
き
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ

チ
を
処
方
す
る
積
極
的
な
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
基

本
的
に
建
物
内
を
分
煙
と
し

て
い
る
が
、
今
後
２
年
を
か

け
て
喫
煙
所
の
屋
外
化
を
推

進
す
る
予
定
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
活
動
は
指
針
に
基
づ

き
、
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
、
ラ

イ
ン
ケ
ア
の
為
の
リ
ス
ナ
ー

研
修
、
そ
し
て
事
業
所
内
ケ

ア
と
し
て
保
健
師
、
産
業
医

に
よ
り
個
別
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
食

育
講
演
会
の
実
施
や
各
部
健

康
づ
く
り
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

他
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

日本医師会主催　臨床検査精度管理調査
日本医師会は、全国の病院や検査機関等を対象に40年以上にわたり外部精度管
理を行っており、日本国内の検査水準の向上・維持に大きな役割を果たしてお
ります。平成21年度（第43回）の調査は平成21年9月に行われましたが、本協
会は、評価項目修正点99.5点と大変よい成績を収めることが出来ました。過
去、5年間の平均点数でも98.2点と安定した成績です。受診者の皆様の健康診断
に正しい検査データを提供できますように心がけております。

表　本協会：過去5年間の評価状況

＊　：全項目参加したときの総点数を100としたときの比較評価点
＊＊：参加した項目得点を100点満点として換算した点数

H21
H20
H19
H18
H17
平　均

総合評点＊
67.7
67.2
62.8
52.3
53.7
60.7

参加項目修正点＊＊
99.5
98.8
99.3
95.3
97.9
98.2

本協会、臨床検査精度管理調査の
評価：99.5 点！

静岡県寄生虫症研究会
第15回研究総会のお知らせ
静岡県寄生虫症研究会

第15回研究総会のお知らせ
1．日時・場所：

2．一般演題募集のお知らせ

　☆日時：2010年9月11日（土）13：30～18：30
　☆場所：アクトシティ浜松研修交流センタ－6階62研修室

事務局：〒431-3192 浜松市東区半田山1-20-1　浜松医科大学感染症学講座内
ＴＥＬ：053-435-2337　FAX：053-435-2219
E-mail：dptparas@hama-med.ac.jp

　山崎浩先生（国立感染症研究所寄生動物部：特別講演）による「寄生
虫症の遺伝子診断」の他に、会員の皆様による寄生虫症一般についての
演題の発表を予定しています。発表をご希望の方、５月３1日（月）まで
に演題・演者・所属ならびに連絡先を事務局宛にFAX、ハガキないし電
子メールにてお知らせください。




